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データベースマネージメントシステムによるデータ構築と図形出力

新技術応用部   冨田   玄隆

1.   緒  言

  最近のコンピュータの利用拡大には,驚くものがある。当工業技術センターでも,現在,  ロボット

の制御に, 画像処理に,プログラム開発に,我々は,  CAD システムとしてコンピュータを利用してい

る。これは周辺装置を含めてハードウェアの価格が安くなったのと,マン・マシーン・インタフェー

スが良くなっているからだと思う。この様な状況の中で,機械金属関係業界でのコンピュータの利用

というと,  CNC 工作機械・産業用ロボット・ CAD/CAM システム等がその代表と思う。しかし,これ等

の既成のシステムだけでなく,各社ともコンピュータの利用範囲の拡大を検討していると思う。今後

の企業戦略の一つとして,社内の技術データをどの様に構築し,そのデータベースを正確に,迅速に検

索し利用するかである。従来,社内の部署,又は個人で所有していた技術データをデータベース化し共

有することにより重複したデータ所有の無駄がなくなり,結果的には社内の標準化が進む。しかし, い

くらデータベース化が重要だと理解出来ても,技術データを必要とする人達全員をコンピュータの専

門家に育てるわけにはいかない。そこでデータベースマネ--ジメントシステム(DBMS)を利用すること

により,プログラミングをほとんど意識することなくデータを蓄積することが可能である。その一例

としてデータベースマネージメントシステムを用いたデータ構築と図形出力について報告する。

2.   システムの構成

  当工業技術センターのミニコンピュータシステム(HP

社の 9000 シリーズモデル 520)を使用した。システム構

成の概要を図 1に示す。

  使用したソフトウェアは, FORTRAN 77 の他に, HP 9000

のオペレーティングシステム(HP-UX)の基で動作する関

係型データベースマネージメントシステム(RAPPORT)及

び装置独立型図形処理ライブラリ DGL (Device

independent Graphics  Library)を用いた。

3.   データベースマネージメントシステム

   (DBMS)の概要

3.1   DBMS の一般的な特徴として次のことが挙げら

れる。
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・データの統合・共有化により重複が少なくなる。

・新しいデータが維持できる。

・データと処理の独立性により業務の統合・拡張が容易である。

・プログラム開発が容易になる。

3.2   DBMS の種類を図 2に示す。

3.3   RDBMS (RAPPORT)の位置づけを図 3に示す。

4..   RAPPORT の対話型照会言語(RAPIDE)の概要

・エンドユーザ指向のコマンド形式であるためプログラムを作成することなく簡単なコマンドで端

  末から実行可能である。

・データの検索,更新,  レポート作成の場合は,単に何が欲しいかの指示だけでよい。・定型的な手

  続き(コマンド群)を登録出来る。

・RAPIDE コマンドと同様の形式でユーザプログラム(FORTRAN, COBOL, PASCAL 言語)

  からでも使用が可能である o

 以上が PAPIDE の特微である。RAPIDE にかぎらず DBMS 言語の特微でもある。コマンドー覧を表 1 に

示す。コマンド数は 49である。
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5.   データの創成

 次に日本工業規格(JIS  B5004)プレス型用パンチホルダー及びダイホルダーのデータ創成を行った。

  データの創成は,一連のプロセスで行われる。その処理のフローチャートを図 4 に示す。データ創

成に関するのは図中左半分である。



　　茨城県工業技術センター研究報告　第 1５号

－13－

データベース定義ファイル(DDF)を図 5に,データベースファイルを図 6に示す。
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6.  DGL(Device-independent Graphics Library)の概要

  DGL は, グラフィック端末装置を用いる図形処理システムを高級言語で容易に開発する便宜を与え

るシステムプログラムである。HP-UX DGL は,  HP-UX システムの動作する環境の基で,  グラフィッ

ク端末装置を使用するユーザのために開発されたもので,次の特徴を持っている。

(1)  2 次元のグラフィック・ライ

ブラリで 4 つの入力機能と 2 つの出力

機能を持っている。

〔2)  FORTRAN,  PASCAL, C

言語の上でサブルーチン呼出しの形式

で使用する。

(3)  実行時は,  デバイスと独立し

ている。

  DGL は,ユーザプログラムと制御プロ

グラムの間に位置する系統的なサブル

ーチンライブ・ラリ群で,ユーザは,サ

プルーチン呼出しという簡単な手続き

で DGL を使用することができる。DGL

の構造概念を図 7に示し,  DGL のサブ

ルーチンの一部を表 2に示す。
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  DGL を使用して JIS B5060 プレス型用スチールダイセット(FS 形)の作図プログラムの一部と出力結

果を図 8に示す。

7.  データペースを利用したプレス型附属部品の作成

 以上述べてきた各種ソフトウェアを総合的に使

用して, RDBMS (RAPPORT)の.  、データにより JIS

B5004プレス型用パンチホルダ―及びダイホルダーを

作図した。

  プログラムの構成は,図 9 に示すように,メインプ

ログラムとサブプログラムからなる階層構造になっ

ている。また,図に示すように四角形, 円,水平線分,

垂直線分の各表示プログラムはサブルーチン化して

ある。プログラムの作成にあたっては,今後,他の型附

属部品図の作成が容易になるように柔軟性を持たせ

た。

 プログラムを実行すると,最初に例題として用
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いたプレス型用パンチホルダー

及びダイホルダーのデータをリ

ストして来る。その出力結果を図

10 に示す。ユーザは,  そのデー

タリストを見て,  自分が出図し

たい図面の型番(CODE)をグラフ

ィック端末装置のキーボードよ

り入力する。今, ‘10080'と入力

すると,パンチホルダーの作図に

必要な項目 A と B と T1 のデータ

150,150,25 を自動検索する。ダイ

ホルダーについても同様に B と

S1とTbのデータ150,210,28を自

動検索してきて,パンチホルダー

ダイホルダーを表示する。検索し

てきたデータにより作図した

結果を図 11に示す。

 以上の様に,今回作成したプロ

グラムは,正しく作動し,当初目

的とした機能が型番(CODE)だけ

を入力することにより得られ,有

効なプログラムであることが確

認できた。さらに,パンチホルダ

ーの A, B, T1 により面積,図心,

体積および断面形状から断面二

次モーメントの算出も行った゜

ダイホルダーについても同様である。

8.  結  言

 関係型データベースマネージメントシステムを用い,プレス型用パンチホルダー及びダイホルダー

のデータベースを作成し,そのデータベースのデータによりパンチホルダー及びダイホルダー図の自

動作製を行い,  グラフィック端末装置(プリンタ,プロッタを含む)上に出力させることが出来た。デ

ータベースを構築するには, データの項目名, その項目に入れるデータの種類, データの長さを定義
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する定義ファイルと実際にデータを入れ込むデータファイルをつくるだけである。そのデータを用い

て図形出力させる場合, DBMS のコマンド 1つで出来た。  しかし, RDBMS を導入して日が浅いのでま

だまだその機能を充分に使用していない。又,  DGL コマンドについてもまだ一部のコマンドだけしか

使用していないので,簡単な型附属部品の自動作図に止まったが, どんな複雑な図面でも作成は可能

である。但しユーザプログラムは長くなる。

今後の課題としては,

 (1)  DGL コマンドを用いて移動(move) ・複写(copy) ・縮尺(zoom)等の機能を附加する。

 (2)  プレートの基本的な寸法のみで,ダイセットのような複数個の附属部品の組立図を自動作成す

る。等が考えられる。                                                                  ・
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